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中国放送大学における学生 の実態 と意識

一 一 都市と地方の 比較を中心 に一 一

1， 中国高等教育における 放送大学の位置づけ

　 中国政府は、2005 年をめ どに、大学の 進 学率 を 上げ

て、現行 の約 10％か ら 15〜6％ まで 到達させる こ とを

計画 して い る。今まで 、普通大学の 補充機関と して の

放送大学 は、「現代遠隔教育開放大学」 とい う 目標を 目

指して、一連 の 改革を行 っ て きた。とくに、イ ン ター

ネ ッ トを利用す る大学の
一

つ として、総合大学と
一
緒

に 中国高等教育の 重役を担 っ て い る。

　 高等教育の 質を重視す る政府側は、放送大学の規模

を、21 世紀の 初頭 に、毎年 100 万人の在学者と 30 万

人程度 の卒業生を維持す る こ とを計画 して い る。た だ

し、この 計 画 で は、高等教育全体 の 学生に 占め る放送

大学の 学生数の割合はそ れ ほ ど高くな い。もし、中国

が高等教育の 大衆化を目標とす るの であれば 放送大

学の 占める割合は極めて 大き い と言わざる をえ な い。

取 分 け人 口 の 80％ 以上 を占め る 農村地域の高等教育

拡大が重要であろう。

　そ の点、放送大学が行政単位 に 沿っ て構築して き た

省レベ ル の 大学、地域 レベ ル の分校、県 レベ ル の セ ン

タ
ー

とい う三つ の機関の存在 は貴重で ある 。 セ ン タ
ー

は農村における 高等教育拡大の 中・d機関と なりうる。

た だ し、三 つ の 機関の 格差 の是正 にと り くむ必 要が あ

る。

2，調査 の 目的と方法

　（1）調査の 目的

　高等教育の 発展は、農村地域に おくべ きで ある が、

都市部で の規模の拡大に よっ て は、都市地域と農村地

域 と格差がさ らに広がる 可能性があ る。そ れ だけに、

農村地域の高等教育機会の 確保が重大な課題になっ て

い る。全国の ネ ッ トワーク を持 っ て い る放送大学 は、

農村の 高等教育を拡大す る理想的な機関である爪 農

村地域における学生の学習状況や学習意識等に関する

比較調 査は今まで ほ とんどない。

　本研究は、都市と農村の 差を視野に入 れなが ら、放

送大学の 三 つ の レベ ル構造の 特徴を活用 して、放送大

学機関の 学生の学習目的、学習方法 機関側 の 教育支

援サ
ー

ビス を地域 別 に比 較 しなが ら、放送大学 の役割

と今後の 課題を明確にす る こ と を 目的とする。

　　　　　　　　 今津孝次郎 （名古屋大学）

　　　　　　　 ○劉 　 勇 （名古屋大学大学院）

　 （2）調査地域

　 今回の 調査地域 と して 陜西省を選んだ理由は、国家

プ ロ ジ ェ ク トの 「西部開発」 の 中心地で あ り、三 つ の

産業構造が揃っ て い る か らで あ る。情報産業の 西安市、

工 業の 楡林市、農業 の府谷県 を選び、陜西省放送大学、

放送大学楡林分校、放送大学府谷県セ ン タ
ー

を調査対

象と した。

　（3）調査方法

　 調査対象は、三機関に い る 「無試験入 学、完全単位

制度、個人学習を主 と して い る開放教育学生、登録視

聴学生 と．全国 成人 統
一．・

試験 を経て 、選抜 され、ク ラ

ス単位で 、パー
トタイム の時間を利用 し、学習 して い

る 成人専科パー
トタイム の 学生」で あ る。調査 方法 は、

ア ンケート票に より、西安で は集合調査法で、楡林と

府谷 で は 留置 調査 法で 行 っ た。調査内容 は  基本属性、

  学習 目的、  学習方法、  教育支援サ
ー

ビス で ある。

調査時期は、2000年 10 月で ある。回収数は 707 で、

有効回収率は 88％で あ っ た。

3．調査結果

　（1）学習目的

　地域別、学生の 年齢を見 る と、府谷で は 24 才以下

の 学生比率 （70％）が最も高い。農業戸籍 の 数を比較

する と、西安と楡林は ほ とんどい な い が、府谷は半分

以上 を 占めて い る。三 つ の 地 域 で は、い ずれ も高校卒

業生の 比率が高い が、府谷で は 、 専門学校等の 卒業生

が 数多く在籍 して い る。「進学 の 目的」 に つ い て は．い

ずれの 地域で も、「知識の た め」とい う比率は最も高い

が、府谷で は、「学歴の ため」 （36％）は、西安（75％）

と楡林 （69％）に比べ て 、低か っ た。さらに、府谷で

は 「国家に貢献するため」の 比率 （53％）は最も高い。

農村で は．まだ学歴社会に なっ て い な い うち に、これ

か ら地元の エ リートを目指してい るの で、知識と社会

貢献 を重要視した こと がわか っ た。次に、放送大学を

「第
一

の 選択」 とす る理由を分析す る と、府谷 で は 「カ

リキ ュ ラム の 設置が社会の需要 に応える」 （38％）、楡

林で は 「仕事の需要」 （56％）、西安で は 「独学 に適応」

（88 ％）が最 も多い。学習目的 に対応 して 、府谷で は、

知識を持 っ て社会に奉仕す る こ とが 大切な こ となの で、
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授業科 目の 実用性が重視 され る。楡 林 で は、学歴 を取

るため の学習は、仕事や転職等 の 動機で行 っ て い る 。

西安で は、学習がキャ リア ・ア ッ プの 手段も含め て、

多目的で 使われ る ので、現今の生 活 と仕事を維持しな

が ら、学歴 の 取得を 目指して い る こ とが多 く、「独学に

適応する」 の が 理想的な こ となの で あ ろ う。三地域の

様子を見ればそ れぞれ社会、会社、個人の ために 放送

大学を選択 したとい う特徴があ っ た とい え る。

　（2）学習方法

　　「面接授業の 回麹 から見 る と、週 に 3回以上の比

率は、府谷、楡林と西安で は、そ れぞれ 75％、30％ と

45％ となっ て い る，府谷で は普通 の学校教育のモ デル

と
一
緒 にな る と考えられ る。「視聴回魏 を見る と、面

接授業よ り少な い、それ に 「自宅の 視聴時間」 が 「ほ

とん どな い 」の で、放送大学の 本来の 姿が 見 られな い。

視聴授業は普通、正式な授業の 時間と理解され る。ま

た、「学習問題の 解決方法」を見る と、都市部の 学生よ

り、農村の 学生が放送大学の 先生 に頼る 比率が高い 。

「参考書 に よ る解決」 比率は、府谷は 39％、楡林は

58％、西安は 62％で、独立で問題を解決する 態度は都

市と比べ 農村の 方が低い とい える。「学生 と教師との連

絡手段」を見 る と、電話の 利用率は、三地域と も高い。

他の通信手段は、きわめて 少ない。「独学に メディ ア の

使用」 を見 る と、テ レ ビの 利 用 は、楡林 （53％）、西

安 （43％）の 両地域で 最も多 い。府谷 で は利用率が最

も 高い の はパ ソ コ ン で ある。た だ し、そ の 利用は主 に

ワープロ と図表作成で 、双方向交流 の メデ ィ ア として

の 使用で はな い。三 地域で は手紙 の 使用率が
一
番低か

っ た。

（3）学習支援サービス

　 「独学試験制度の 参加」 につ い て は、府谷の 回 答率

が最も高い。また、「独学試験 の単位が交換で きる」比

率も、楡林 （8％）と西安 （17％） よ り府谷 （53％）

の 方が最も高か っ た。「現代教育技術の利用 」に つ いて

見る と、イ ン タ
ー

ネ ッ トと E メール の使用率は、府谷

（23％ と 3％〉、楡林（33％と8％〉、西安 （22％ と 11％）

の 比率 が ある。双 方向交流は 学校 で も、個人で も本格

的な利用 は、まだ不十分だと考えられ る。VBI の 利用

は三 つ の 地域 とも 20％以下にとどまっ た。VBI の使

用 は地方に とっ て 、大きな情報源 で ある が、現在 の利

用率は非常に低 い といわざるを得な い。CAIとい う教

育 ソ フ トの 利用 に つ い て、府谷、楡林 と西 安の 利用 率

はそれぞれ、40％、6％と 1％で あっ た。また 「よく利

用する学校の 設備」 につ いて、面接教室の利用率は三

地域 と も高い
。 特 に、都市部の 放送大学の 面接教室を

利用する答えは 91％ に達した。遠隔技術の 利用 は不 十

分 とは い え、農村部で は、情報機会が少ない だけに学

校 による パ ソ コ ンの 利用がそれなりに積極で あろ う。

4．中国放送大学の 役割と課題

　 中国における遠隔教育は放送大学 の 構造 に基づい て

お り、中央か ら都市へ 、都市の 大学か ら地方の 分校 へ

さらに 農村のセ ンター
へ と い う構図で あり、個人を対

象者とす る よりも、ク ラ ス単位の 学生全体に講座を継

続 してきた。代表的なもの は、「面接授業」 と 「視聴授

業」 で ある。都市より農村では放送大学に対す る社会

的な需要はず っ と高 い。都市で は放送大学が 成人 リカ

レン ト教育 の主要機閼で あれば、農村で は、伝統的ス

クーリン グを通じて、若者た ち に高等教育機会を提供

して い る と こ ろだとい える。都市部で は、個人学習 （オ
ー

プン ・ラー
ニ ン グ）の 需要が徐々 に高 ま っ て い るの

で、こ れからイ ン ターネ ッ トを含む 助学の 質が問われ

て い る。郵送 とテ レ ビ視聴で 限界が あ っ た 放送大学で

は、今後メディ アの 選択に迫られる 。 衛星放送とイ ン

タ
ー

ネ ッ トの 役割 によ り、放送大学 シス テ ム に お け る

人間の ネ ッ トワ
ー

クの 効率的な利用は 重要な課題であ

ると考えられる 。

　農村地域 で は、教育機関の 助学能力 と個人学習の 環

境が 不充分なの で、自宅の 勉強は難しい
。 地理的な原

因で、学生が 学校 に 寄宿しなければならない。放送大

学の三 つ の機関間の 資源共有が極めて重要で あろ う。

農村 の 助学の 重点は、新メディ ア の 導入 よ り、キ ャ ン

パ ス の中の伝統的な教育資源
一

教師、放送メ ディ ア、

テ キス トと図書館 の 充実などが 大切だ と考えられ る。

都市と農村とのサービス はそれぞれ異なる次元で 検討

す る方が有効で あ ろ う。
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